
Ⅰ 次の文章中の空欄 1 ～ 14 にあてはまる最も適切なものを，それぞれ

の解答群から選び，解答欄にマークせよ。ただし，同じものを何度選んでもよい。

ま た，原 子 量 は H＝1．00，C＝12．0，O＝16．0，Cl＝35．5と し，気 体 定 数 Rは

8．31×103Pa・L／（K・mol）とする。

1）天然の炭素原子の大部分は12Cであり，この原子の原子核には 1 個の中性

子がある。また，炭素原子には 2 個の 3 があるが，ネオン原子の

3 は0個である。

2）16族元素の水素化合物の中で，H2Oが H2S，H2Se，H2Teに比べ異常に高い沸点

を示す。これには，分子間で正に帯電した 4 原子と負に帯電した 5

原子間に形成される 6 が関与している。14族元素の水素化合物 CH4，SiH4，

GeH4，SnH4は 7 分子で，この中で最も沸点が高いものは分子間の

8 が最も大きな 9 である。

3）市販の濃塩酸（質量パーセント濃度35．0％，密度1．19g／mL）を蒸留水で希釈し

て1．00mol／Lの希塩酸を調製するためには，濃塩酸を 10 倍に希釈すればよ

い。

4）一酸化炭素1．00molと酸素1．00molを混合した気体を容積1．00Lの容器中で完

全燃焼させた。その後，容器を27℃まで冷却した時の容器中の二酸化炭素の分圧は

11 Paである。ただし，二酸化炭素はすべて気体で存在しているものとする。

5）亜鉛19．6gを酸化したところ，完全に反応が進行して酸化亜鉛24．4gが得られた。

この結果から亜鉛の原子量は 12 であることがわかる。

解答番号 1 ～ 46

化 学
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6）1．01×105Pa，100℃において，気体状態で存在する有機化合物Ａを306mL取り

出し，十分な酸素を加えて完全燃焼させたところ，880mgの CO2と540mgの H2O

が生成した。この結果からＡは 13 であることが判明した。

7）1．01×105Pa，25℃のもとで，一端を閉じたガラス管に水銀（密度13．6g／mL）を

満たして，水銀を入れた容器中で倒立させたところ，容器の水銀面から水銀柱は

760mmの高さになった。次に，ガラス管に少量のエタノールを入れて，空間Ｘに液

体のエタノールが生じたとき，図Ⅰに示したように水銀柱の高さは701mmになっ

た。この結果から25℃のエタノールの蒸気圧は 14 Paと算出できる。ただし，

水銀の蒸気圧は無視できるものとする。

mm

空間Ｘ

ガラス管

水銀

701 図Ⅰ

1 および 2 に対する解答群

① 1 ② 2 ③ 3 ④ 4 ⑤ 5

⑥ 6 ⑦ 7 ⑧ 8 ⑨ 9 ⓪ 10

3 に対する解答群

① 非共有電子対 ② 共有電子対 ③ 孤立電子対

④ 価電子 ⑤ 自由電子 ⑥ 内殻電子
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4 および 5 に対する解答群

① 水 素 ② 酸 素 ③ 硫 黄 ④ セレン ⑤ テルル

6 および 8 に対する解答群

① 水素結合 ② 共有結合 ③ イオン化傾向

④ 電気陰性度 ⑤ 電子親和力 ⑥ ファンデルワールス力

7 に対する解答群

① 極 性 ② 無極性

9 に対する解答群

① CH4 ② SiH4 ③ GeH4 ④ SnH4

10 に対する解答群

① 9．25 ② 9．82 ③ 10．6 ④ 10．9 ⑤ 11．4

⑥ 11．8 ⑦ 12．4 ⑧ 12．6 ⑨ 13．2 ⓪ 13．8

11 に対する解答群

① 1．12×105 ② 2．24×105 ③ 3．37×105 ④ 4．12×105

⑤ 1．24×106 ⑥ 2．49×106 ⑦ 3．74×106 ⑧ 4．26×106

12 に対する解答群

① 44．0 ② 55．9 ③ 63．5 ④ 65．3

⑤ 79．9 ⑥ 88．0 ⑦ 127 ⑧ 131

13 に対する解答群

① エタノール ② メタノール ③ ジエチルエーテル

④ アセトン ⑤ アセトアルデヒド
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14 に対する解答群

① 5．48×103 ② 6．97×103 ③ 7．84×103

④ 8．24×103 ⑤ 9．48×103 ⑥ 1．24×104

⑦ 2．65×104 ⑧ 3．84×104 ⑨ 4．68×104
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Ⅱ 水素とヨウ素の反応に関する次の文章中の空欄 15 ～ 23 にあてはまる

最も適切なものを，それぞれの解答群から選び，解答欄にマークせよ。ただし，同じも

のを何度選んでもよい。

水素とヨウ素からヨウ化水素が生成するときの熱化学方程式は，式（1）のように表さ

れる。

H2（気）＋ I2（気）＝2HI（気）＋10kJ ‥‥‥‥（1）

H－Hの結合エネルギーを436kJ／mol，I－Iの結合エネルギーを152kJ／molとする

と，H－Iの結合エネルギーは 15 kJ／molとなる。また，反応が左辺から右辺

へ進むときの活性化エネルギーを167kJとすると，反応が右辺から左辺へ進むときの

活性化エネルギーは 16 kJとなる。

体積一定の密閉容器に水素とヨウ素を入れて一定温度に保つとヨウ化水素が生成し，

生成したヨウ化水素の一部は水素とヨウ素に分解する。このような反応を可逆反応とい

い，式（2）で表される。

H2（気）＋ I2（気） 2HI（気）‥‥‥‥‥‥‥‥（2）

式（2）の正反応の反応速度を υ1，逆反応の反応速度を υ2とすると，反応速度と反応

時間の関係は 17 のグラフになる。式（2）の反応が平衡状態にあるとき，温度を

変化させたときの温度と正反応の平衡定数の関係は 18 のグラフのようになる。

このとき，ヨウ素は気体から固体に変化しないものとする。

19 は，「一般に，可逆反応が平衡状態にあるとき，濃度，圧力，温度などの条

件を変化させると，その変化の影響を和らげる向きに平衡が移動し，新しい平衡状態に

なる」ことを発表した。たとえば，式（2）の反応において，温度を一定にして圧力を上

げた場合 20 ことになり，温度を一定にして水素をさらに加えた場合 21

ことになる。
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水素とヨウ素の反応を次のように行った。体積100Lの密閉容器に水素5．5molとヨ

ウ素4．0molを入れて，一定温度に保って反応が平衡状態に達したとき，ヨウ化水素

7．0molが生じた。この反応の平衡定数は 22 と求まる。したがって，同じ温度

で体積150Lの密閉容器に水素5．0molとヨウ素5．0molを入れて平衡状態に達するま

で反応させると，ヨウ化水素は理論的に 23 mol生じると考えられる。

15 および 16 に対する解答群

① 157 ② 167 ③ 177 ④ 274 ⑤ 289

⑥ 299 ⑦ 314 ⑧ 354 ⑨ 576 ⓪ 588

ⓐ 598

17 に対する解答群
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18 に対する解答群

絶対温度

平
衡
定
数

絶対温度

平
衡
定
数

絶対温度

平
衡
定
数

絶対温度

平
衡
定
数

絶対温度

平
衡
定
数

②① ③

⑤④

19 に対する解答群

① アボガドロ ② ザイツェフ ③ シャルル ④ ファントホッフ

⑤ ヘ ス ⑥ ヘンリー ⑦ ボイル ⑧ マルコフニコフ

⑨ ラウール ⓪ ルシャトリエ

20 および 21 に対する解答群

① 右向きの反応が進む ② 左向きの反応が進む ③ 平衡は移動しない

22 に対する解答群

① 22 ② 36 ③ 49 ④ 54 ⑤ 58

⑥ 64 ⑦ 70 ⑧ 74 ⑨ 86 ⓪ 98

23 に対する解答群

① 4．4 ② 4．8 ③ 5．2 ④ 5．7 ⑤ 6．0 ⑥ 6．4

⑦ 7．0 ⑧ 7．5 ⑨ 7．8 ⓪ 8．0 ⓐ 8．3 ⓑ 8．5
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（第Ⅲ問は次ページから始まる）
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Ⅲ オゾン（O3）に関する次の文章中の空欄 24 ～ 36 にあてはまる最も

適切なものを，それぞれの解答群から選び，解答欄にマークせよ。ただし，同じものを

何度選んでもよい。また，原子量は H＝1．00，O＝16．0，Na＝23．0，S＝32．0，

K＝36．0，I＝127とする。なお，チオ硫酸イオンのはたらきを表す半反応式は

2S2O3
2－ S4O6

2－ ＋2e－ である。

地上20～40km付近に存在するオゾン層は，太陽からの有害な紫外線の大部分を吸

収して，地上の生物を保護する重要なバリアである。オゾンは，酸素に強い紫外線を当

てるか，酸素中での無声放電により生じる。オゾンは酸素の 24 であり，酸素が

25 の気体であるのに対して，オゾンは 26 の気体である。

オゾンの定量を次の操作により行った。まず，オゾンを含む気体を過剰量のヨウ化カ

リウムを含む水溶液に通じた。このとき，オゾンは 27 として，ヨウ化カリウム

は 28 としてはたらき，ヨウ素が生じ，溶液は 29 色になった。

次に，生じたヨウ素を0．100mol／Lのチオ硫酸ナトリウム水溶液を用いて（ア）酸化還

元滴定した。このとき，ヨウ素は 30 として，チオ硫酸ナトリウムは 31

としてはたらく。チオ硫酸ナトリウム水溶液を滴下していくと溶液の色は薄くなり，十

分薄くなったところで，（イ）デンプン水溶液を加えた。終点までにチオ硫酸ナトリウム

水溶液は5．00mL必要であった。

1）下線部（ア）の操作で正確な結果を得るために，適した実験器具を使用する必要が

ある。正確な濃度の溶液を調製するために 32 を，一定体積の溶液を正確には

かり取るために 33 を，滴下した溶液の体積を正確にはかるために 34

を用いる。

2）下線部（イ）のデンプン水溶液を加えた理由として，最も適切なものは 35

である。

3）ヨウ化カリウムと反応したオゾンの質量は， 36 mgである。
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24 に対する解答群

① 鏡像異性体 ② 幾何異性体 ③ 構造異性体 ④ 同族体

⑤ 同位体 ⑥ 同素体 ⑦ 重合体

25 および 26 に対する解答群

① 無色・無臭 ② 無色・特異臭 ③ 淡青色・無臭

④ 淡青色・特異臭 ⑤ 淡黄色・無臭 ⑥ 淡黄色・特異臭

27 ， 28 ， 30 および 31 に対する解答群

① 酸化剤 ② 還元剤 ③ 活物質 ④ 触 媒

29 に対する解答群

① 赤 紫 ② 緑 ③ 褐

④ 黒 ⑤ 青 紫 ⑥ 白
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32 ～ 34 に対する解答群

⓪⑨

⑥⑤ ⑧⑦

②① ④③

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10
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35 に対する解答群

① デンプンと残っているオゾンを反応させるため

② デンプンと残っているヨウ化カリウムを反応させるため

③ これ以上酸化反応が起こらないようにするため

④ これ以上還元反応が起こらないようにするため

⑤ 反応の終点を見やすくするため

36 に対する解答群

① 0．600 ② 1．20 ③ 2．40 ④ 3．00 ⑤ 4．80

⑥ 6．00 ⑦ 12．0 ⑧ 24．0 ⑨ 30．0 ⓪ 48．0

ⓐ 60．0 ⓑ 120 ⓒ 240 ⓓ 300 ⓔ 480
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Ⅳ アミノ酸に関する次の文章中の空欄 37 ～ 46 にあてはまる最も適切な

ものを，それぞれの解答群から選び，解答欄にマークせよ。ただし，同じものを何度選

んでもよい。また，原子量は H＝1．00，C＝12．0，N＝14．0，O＝16．0とする。

分子中にアミノ基とカルボキシ基をもつ化合物をアミノ酸という。アミノ酸の結晶は

イオン結晶であり，分子量が同程度のカルボン酸やアミンに比べて融点が 37 に

溶けやすいものが多い。 38 を酸や酵素で加水分解すると，アミノ基とカルボキ

シ基が同一の炭素原子に結合した α アミノ酸が複数得られる。天然に存在する α ア

ミノ酸には，グリシンを除いて 39 が存在する。

天然に存在する α アミノ酸から合成される分子式 C14H18N2O5の化合物Ｘは，人工

甘味料として用いられている。化合物Ｘを加水分解したところ，3つの化合物Ａ，Ｂ，

Ｃが得られた。ＡとＢのそれぞれの水溶液に， 40 水溶液を加えて加熱したとこ

ろ，溶液は赤紫～青紫色に変化したため，ＡとＢは α アミノ酸であることが分かった。

次に，Ａの元素分析の結果，質量百分率で炭素65．4％，水素6．7％，窒素8．5％，酸素

19．4％であった。したがって，Ａの分子式は 41 であることが分かる。Ｃはアル

コールであり，Ｃの分子間脱水縮合により得られたＤの分子量はＣの1．44倍であった。

これらの結果より，化合物Ｂの構造は 42 であると決定できる。

化合物ＡとＢに関する記述として正しいものは， 43 と 44 であり，化

合物ＣとＤに関する記述として正しいものは， 45 と 46 である。

37 に対する解答群

① 低く，有機溶媒より水 ② 高く，有機溶媒より水

③ 低く，水より有機溶媒 ④ 高く，水より有機溶媒

⑤ 低く，水と有機溶媒 ⑥ 高く，水と有機溶媒

38 に対する解答群

① タンパク質 ② 脂 質 ③ 炭水化物 ④ ビタミン
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39 に対する解答群

① 等電点 ② α ヘリックス構造 ③ β シート構造

④ 鏡像異性体 ⑤ ペプチド結合 ⑥ ジスルフィド結合

40 に対する解答群

① 亜硝酸 ② 塩化鉄（Ⅲ） ③ 酢酸鉛（Ⅱ）

④ 硝酸銀 ⑤ ニンヒドリン ⑥ ヨウ素ヨウ化カリウム

41 に対する解答群

① C8H11NO2 ② C8H12NO2 ③ C9H10NO2 ④ C9H11NO2

⑤ C9H11NO4 ⑥ C10H12NO2 ⑦ C10H14NO2 ⑧ C10H14NO4

42 に対する解答群

① H－－

NH2

CH－COOH ② HOOC－－

NH2

CH－COOH

③ H3C－CH2－－

NH2

CH－COOH ④ HO－CH2－－

NH2

CH－COOH

⑤ HOOC－CH2－－

NH2

CH－COOH ⑥ HOOC－CH2－

CH3－
－

NH2

C－COOH

⑦ H2N－CH2－－

NH2

CH－COOH ⑧ HOOC－－

CH3

CH－－

NH2

CH－COOH

⑨ HOOC－CH2－CH2－－

NH2

CH－COOH
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43 および 44 に対する解答群

① 化合物Ａの等電点は，化合物Ｂの等電点より小さい。

② 化合物Ａは，塩基性アミノ酸である。

③ 化合物Ｂは，酸性アミノ酸である。

④ 化合物Ａと化合物Ｂは，同じ数の不斉炭素原子をもつ。

⑤ 化合物Ａの水溶液に水酸化ナトリウム水溶液と硫酸銅（Ⅱ）水溶液を加えると，

赤紫色になる。

⑥ 化合物Ｂの水溶液に水酸化ナトリウム水溶液と硫酸銅（Ⅱ）水溶液を加えると，

赤紫色になる。

45 および 46 に対する解答群

① 化合物Ｃは，アセチルサリチル酸の加水分解により得られる。

② 化合物Ｃの沸点は，化合物Ｄの沸点より低い。

③ 化合物Ｃの蒸気に熱した銅線を触れさせると，刺激臭をもつ気体が発生する。

④ 化合物Ｃを酸化すると，酢酸が得られる。

⑤ 化合物Ｃは，ヨードホルム反応で黄色の沈殿を生成する。

⑥ 化合物Ｄの構造異性体は，グルコースのアルコール発酵により得られる。
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令和4年度　一般入試　前期Ａ日程　［1月29日実施問題］解答と配点

化学「1/29」（理工学部・建築学部・薬学部・情報学部・農学部・生物理工学部・工学部・産業理工学部）

問題番号

解答番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

正　解 6 4 4 1 2 1 2 6 4 5 6 4 1 3 6 3 2 3 0 3 1 3 9 6 1 4 1 2 3 1 2 1 8 0 5 7 2 1 4 5 4 5 3 4 3 6

配　点 2 2 2 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 3 3 2 2 3 3

※43.44および45.46は順不同

3 3 3 3

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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ӹରΝ   ͳ͢ͱ͓ߡΖʄʄ 

Ԛ   L       HClʞ            g (�������������������������������mol ) 

(࣯ྖͺ      )    ਭʞΕ 

ʞ       Ͷ͵ͮͱ͏Ζʄ 



 Γͮͱɾ               ͳ͵Ζ 

1.00 mol/L سԚΝࡠΖͶͺ           ഔͶسएͤΗͻΓ͏ɽ 

 

̒) ൕԢޛ࣯ྖรԿͺ͙ͯΓ͑Ͷ͵Ζɽ 

             2CO     +     O2      ˢ    2CO2 

   ൕԢ    1.00 mol        1.00 mol             0 mol 

     ൕԢྖ    

   ൕԢޛ       

ཀྵـରয়ସ๏ఖࣞΓΕɾ 

                                     ΓͮͱɾP =                       Pa 

 

 ԿѧԘૌࣞͺ ZnO Ͳ͍Εɾ                  ͳ͖Ζɽ (̓

Zn ྖࢢݬΝ X ͳͤΖͳɾ 

   �������������������������������������������������������������������� ΓͮͱɾX ʻ            ͳ͵Ζɽ 

 

̔) 306 mL  A ΝߑͤΖ  

ો C (mg) =                    ࣯ྖͺɾ 

ਭો H (mg) =            ࣯ྖͺɾ 

 

ΉͪɾA ࣯ྖͺཀྵـରয়ସ๏ఖࣞΓΕɾ 

                      Γͮͱɾ 

             Γͮͱɾࣞࢢͺ C2H6O? Ͳ͍Ζ͗ɾમࢸΓΕɾ 

͗ਜ਼մͳ͵Ζɽ 

A 



̕)               ͳ͵Ζʄ 

                    

Γͮͱɾ             

 

 

 

 

 

 

 

ΦνόʖϩৢـѻΝ PʦPaʧͳͤΖɽ 

   

ΓͮͱɾP =            Pa 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ᶚ 

15ʀ16 

 

H2(ـ)    +    I2(ـ)    =    2HI(ـ)    +   10 kJ 

 

Γͮͱɾ           ˳ x =           kJ/mol ͳ͵Ζɽ 

 

 

 

 

 

 

17 

ਭોͳϦΤોΝΗͱൕԢͦ͠ΖͳɾঅʓͶ                    ͢ɾ            

 ͵Εɾ                                            ɽΓͮͱɾ    ͗ਜ਼մɽ 

18 

ԻౕΝ߶͚ͤΖ ˲ ฑߩͺ      ͶҢಊ ˲ ࠕյͺ   ͶҢಊ  

˲ ฑߩఈ਼ࡷ ൌ ሾ۶۷ሿ

ሾ۶ሿሾ۷ሿ
 ͺ       ˲     ͗ਜ਼մɽ 

19ʛ21 

 ݬཀྵΓΕɾ 

ՅѻͤΖ ˲ ฑߩͺ             Ңಊ ˲ ࠕյͺ   

ԻౕΝҲఈͶ͢ͱਭોΝՅ͓Ζ ˲ ฑߩͺ           Ңಊ ˲  

 

H2 + I2 

2HI 

Φ
ϋ
ϩ
ά
ổ 

10 kJ(ൕԢ೦) 

 

167 kJ (ਜ਼ൕԢԿΦϋϩάʖ) 

kJ(ٱൕԢԿΦϋϩάʖ) 



22 

ൕԢޛ࣯ྖรԿͺ࣏Γ͑Ͷ͵Ζɽ 

      H2(ـ)     +     I2(ـ)        2HI(ـ) 

ൕԢ    5.5 mol              4.0 mol            0mol 

ൕԢྖ    

ฑ࣎ߩ      

༲حର 100 L ͵Ͳɾ 

        K ʻ  

 

23 

ਭોൕԢྖΝ x mol ͳͤΖͳ͘ɾൕԢޛ࣯ྖรԿͺ࣏Γ͑Ͷ͵Ζɽ  

      H2(ـ)     +     I2(ـ)         2HI(ـ) 

ൕԢ   5.0 mol               5.0 mol            0 mol 

ൕԢྖ    

ฑ࣎ߩ    

   K ʻ      =  49 ˳        ˳ x =    mol 

 

Γͮͱɾฑ࣎ߩϦΤԿਭો࣯ྖͺɾ               ͳ͵Ζɽ 

 

 

 

 

 



ᶛ 

ϦΤોథఈ(ϦʖχϟφϨʖ)ླྀΗ (Կࡐʻ O̞ ɾؒࡐݫʻ R̞ ͳྲྀͤىΖ) 

 

 

 

 

 

 

ː༻ӹͶϦΤો I2͗ͮͱ͏ΖͺɾϦΤોυϱϕϱൕԢͶΓΕ੪ࢷ৯ΝఆͤΖ͗ɾ

I2͗οΨོψφϨΤϞ Na2S2O3ͳસͶൕԢͤΖͳɾ੪ࢷ৯ͺভࣨͤΖɽ 

24ʛ26 

Ψμϱ O3 ͺો O2  24 ಋોର ᶊ Ͳ͍Εɾો͗ 25 ໃ৯ʀໃह ᶅ ـରͲ͍Ζ

Ͷଲ͢ɾΨμϱͺ 26 ੪৯ʀಝҡह ᶈ ـରͲ͍Ζɽ  

27ʀ28ʀ30ʀ31 

Ψμϱͺ 27 Կࡐ ᶅ  ɾϦΤԿΩϨΤϞͺ 28 ؒࡐݫ ᶆ ͳ͢ͱͺͪΔ͚ɽ 

            I2  +  2Na2S2O3  ˢ  2NaI  +  Na2S4O6 

I Կ਼ͺൕԢޛͲݰঙ(ؒݫ)ɾS Կ਼ͺଁՅ(Կ)͢ͱ͏ΖɽԿࡐͺʰ૮घ 

ΝԿ͢ɾࣙਐͺؒ͠ݫΗΖʱ࣯Ͳɾؒࡐݫͺɾh ૮घΝؒ͢ݫɾࣙਐͺԿ͠ΗΖ  ɦ

࣯͵ͲɾϦΤોͺ 30 Կࡐ ᶅɾοΨོψφϨΤϞͺ 31 ؒࡐݫ ᶆͳ͢ͱͺͪΔ͚ɽ 

29 

ϦΤԿΩϨΤϞਭ༻ӹͶϦΤો I2͗ਫ਼ͣΖͳɾ࣏ൕԢً͗͞Ζɽ 

         Iʷ  + I2      I3
ʷ    ਭ༻ӹ৯ͺ  ᶇ ৯ͶรԿͤΖɽ  29

 

 

 

οΨོψφϨΤϞ Na2S2O3 

0         +2          ʷ1      +2.5 

 
 ৯



32ʛ34 

ਜ਼֮͵ౕ༻ӹͶ͑࢘Ϊϧη۫حͺϟηϓϧηαͲɾͨਦͺ 32 ᶅ  

༻ӹରΝਜ਼֮Ͷͺ͖ΕखΖΪϧη۫حͺϙʖϩϒϘρφͲɾͨਦͺ 33 ᶌ  

థԾྖΝਜ਼֮Ͷͺ͖ΖΪϧη۫حͺϑϣϪρφͲɾͨਦͺ 34 • 

35 

υϱϕϱͺࣖࢨ༂ͳ͢ͱ༽͏ͱ͕Εɾઈͳ͢ͱਜ਼͢͏ͺ 35 ᶉ  

36 

ΨμϱͳϦΤԿΨϱรԿΝනͤൔൕԢࣞͺɾ࣏௪Εɽ 

    O3 + H2O + 2eʷ ˢ O2 + 2OHʷ ʞA ࣞ 

        ( O3 + 2H+ + 2eʷ ˢ O2 + H2O ྈว+2OHʷ) 

      2Iʷ ˢ I2 + 2eʷ   ʞB ࣞ 

A ࣞʶB ࣞΓΕɾeʷভڊ 

      O3  + 2Iʷ +  H2O  ˢ  I2  +  O2  +  2OHʷ 

 

             I2  +  2Na2S2O3  ˢ  2NaI  +  Na2S4O6 

        

����������������������������������������������������������������������ൌ        mg 

 

 

 

 

 

 



ᶜ 

Ѝ-Πϝό9) મ) ְ͓ͱ͕͑͞ʄʄ 

໌স ߑଆ ಝ 

ήϨεϱ 

 ༏Ҳɾ੬ોࢢݬΝͪͥɾں

ҡର͗ଚ͢ࡑ͵͏ɽ 

Πϧωϱ 

 ζΠμԿͦͪ͠ޛɾՅԻͤΖͳ

 Ͷ͵Ζɽ

ϓΥωϩΠϧωϱ 

 

ϗϱκϱ͍ΕɽΫγϱφϕϫτ

ϱൕԢཇɽ 

οϫεϱ 

 ʀϗϱκϱ͍ΕɽΫγϱφϕϫτ

ϱൕԢཇɽ 

ʀϓΥόʖϩϐχϫΫε͍خΕɽ

FeCl3 ਭ༻ӹΝՅ͓Ζͳɾఆ৯ͤ

Ζɽ 

ιϨϱ 

 

 

 

ΠϩαʖϩϐχϫΫε͍خΕ 

H2N C C

H

OH

OH

H2N C C

CH3

OH

OH

H2N C C

CH2

OH

OH

H2N C C

CH2

OH

OH

OH

ː 

ː 

ː 

ː 



εητϱ 

 ʀོΠϝόɽོԭൕԢཇɽ 

ʀζηϩϓΡχ݃Ͳ 2 ྖԿͤΖɽ 

Ϩεϱ 

 

ԚخΠϝόɽు఼ 9.7ɽ 

ΠηϏϧάϱ 

 

ɽు఼Πϝό 2.8ɽ 

ήϩνϝϱ 

 ʀΠϝόɽు఼ 3.2ɽ 

ʀ͑ΉັັྋͶΉΗΖɽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H2N C C

CH2

OH

OH

SH

H2N C C

(CH2)4

OH

OH

NH2

ː 

ː 

H2N C C

(CH2)2

OH

OH

COOH

ː 

ː 



37ʛ39 

Ѝ-Πϝόͺਭ༻ӹɾ݃ধͲͺ       ͲଚͤࡑΖɽ 

 

 

 

݃ধΠϝόͺ͏ޕͶέʖϫϱྙ

Ͳ݃;ͯ͏ͱ͕ΕɾΨϱ݃ধɽ݃ࢢ

ধͲ͍Ζ௪༙ؽԿΓΕ༧఼

ͺ              Ͷ༻͜

Ώͤ͏ɽ 

 Ѝ-Πϝόͺ 38 νϱϏέ࣯ ᶅ ΝΏ߮ોͲՅਭմͤΖͳଡ਼ಚΔΗΖɽళષͶ

ଚͤࡑΖЍ-ΠϝόͺήϨεϱΝঈ͏ͱ੬ોࢢݬΝͯͲɾ39ںҡର ᶈ ͗

ଚͤࡑΖɽ 

40 

Ѝ-ΠϝόͶ 40 ωϱϐχϨϱ ᶉ ਭ༻ӹΝՅ͓ͱՅ೦ͪ͢ͳ͞Θɾ༻ӹͺࢷʛ੪ࢷ

৯ͶรԿͤΖɽ 

41 

Πϝό A Ͷͯ͏ͱɾ 

 CʁHʁNʁOʻ 

ΓͮͱɾA ૌࣞͺ       ͳ͖Ζ͗ɾ               ͵Ͳɾ 

ࣞࢢ         ͳΚ͖Ζɽ 

ͬ͵ΊͶɾࣞ͞ࢢͲන͠ΗΖΠϝόͺӊ 

ϓΥωϩΠϧωϱͲ͍Ζɽ 

H2N C C

CH2

OH

OH



42 

ΉͥͺԿ C ͳ D Ͷͯ͏ͱ͓ߡΖɽ 

 

   2  RʷOH(C)   ˢ   RʷOʷR(D) ʶ H2O 
        ྖࢢ            ྖࢢ  

D ྖࢢͺ C  1.44 ഔ͵Ͳɾ 

                             Γͮͱɾ 

ҐΓΕɾ 

 

                              ͳΚ͖Ζɽ 

Կ X ͗ࣞࢢ C14H18N2O5͵Ͳɾ 

 

 

 

ҐΓΕɾ                       Ͳ͍ΕɾB ࣞࢢͺ  

ࣞ͞ࢢͲන͠ΗΖΠϝόͺӊΠηϏϧάϱ

Ͳ͍Εɾ     ͗ਜ਼մɽ 

  

 

 

 

 

 

 

C9H11NO2 ʻ C14H18N2O5 

 

CH4O 

A C B 

 



43ʀ44 

ᶅʞޣ A ͺΠϝόɾB ͺΠϝόͲ͍Εɾు఼ͺ A>B Ͳ͍Ζɽ 

ᶆʞޣ 

ᶇʞਜ਼  

ᶈʞਜ਼ A ͳ B ͺʹͬΔ੬ોࢢݬΝ̏ͯͯɽ 

ᶉʞޣ Ϙϕοχ݃Ν 2 ͯҐͯ(φϨϘϕοχҐ)ϘϕοχͶਭԿψφϨΤ

Ϟਭ༻ӹͳོಖ(ᶚ)ਭ༻ӹΝՅ͓Ζͳɾࢷ৯ΝఆͤΖɽ͞ൕԢΝϑΤϪρ

φൕԢͳ͏͑ɽAɾB ʹͬΔϑΤϪρφൕԢӆͲ͍Ζɽ 

ᶊʞޣ 

ҐΓΕɾ43ʀ44 ᶇʀᶈ ͗ਜ਼մͳ͵Ζɽ 

45ʀ46 

મࢸΝॳͶݡͱΊΓ͑ɽ 

ᶅʞޣ  ΠιοϩγϨοϩΝՅਭմͤΖͳɾγϨοϩͳਥ͗ಚΔΗΖɽ  

 

 

 

ᶆʞޣ  ΠϩαʖϩͲ͍Ζ C ͺϐχϫΫεخʷOH ΝͬɾؔࢢͶਭો݃Νܙͤ

ΖͪΌɾΦʖτϩͲ͍Ζ D ΓΕ఼ͺ߶͏ɽ 

ᶇʞਜ਼ ϟνόʖϩΝ೦ͪ͢ಖતͳંৰͦ͠ΖͳԿ͠Ηɾܻ࢙हΝͯـରͲ͍Ζ

ϙϩϞΠϩυϐχ͗ਫ਼ͣΖɽ 

            CH3OH + CuO ˢ HCHO + Cu + H2O 

ᶈʞޣ ϟνόʖϩΝԿͤΖͳɾϙϩϞΠϩυϐχΝܨͱά͗ಚΔΗΖɽ  

CH3OH(ϟνόʖϩ)      HCHO (ϙϩϞΠϩυϐχ)       HCOOH(ά) 
 Կ

 

 Կ

 



ᶉʞޣ ϦʖχϙϩϞൕԢͺ࣏͏ͥΗ͖෨ߑଆΝͯԿ͗ࣖͤɽ 

 

 

    C ͺ͞ߑଆΝͪͥɾϦʖχϙϩϞൕԢӆͲ͍Ζɽ 

ᶊʞਜ਼ ήϩαʖηΠϩαʖϩ߮ͲΦνόʖϩ͗ಚΔΗΖɽ 

            C6H12O6 ˢ 2C2H5OH + 2CO2 

       ΦνόʖϩͳζϟοϩΦʖτϩ(D)ͺʹͬΔ͗ࣞࢢ C2H6O Ͳන͠Ηɾ͏ޕ

ͶߑଆҡରͲ͍Ζɽ 

ҐΓΕɾ45ʀ46 ᶇʀᶊ ͗ਜ਼մͳ͵Ζɽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ͬ͵ΊͶɾԿ X ͺ࣏ΠηϏϧτʖϞͲ͍Ζɽ 

 

 

 


